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宣
教
の
道
を
模
索
し
な
が
ら 

歩
む 

  
 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神
崎 

和
子 

 

教
会
の
庭
に
あ
る
桜
の
古
木
も
落

葉
し
、
ま
た
楓
の
葉
も
赤
く
な
り
、
秋

の
深
ま
り
を
一
層
感
じ
ま
す
。 

毎
年
三
光
教
会
で
10
月
最
後
の
主

日
に
行
な
わ
れ
る
バ
ザ
ー
も
、
皆
様
の

ご
協
力
と
お
支
え
の
中
、
盛
況
の
内
に

終
わ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
感
謝
い

た
し
ま
す
。 

今
年
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く

の
方
々
が
バ
ザ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
様
な
折
に
三
光
教
会
は

地
域
の
皆
様
か
ら
、
ま
た
香
蘭
女
学
校

の
卒
業
生
を
は
じ
め
関
係
者
な
ど
多
く

の
方
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
致
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
し
て
続
く
11
月
に
は
三
光
教
会

創
立
記
念
日
が
あ
り
ま
す
。
今
年
で
創

立
１
０
６
年
を
迎
え
ま
す
。 

１
９
１
２
年
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
、
聖

十
字
教
会
、
喜
望
教
会
の
三
教
会
が
合

併
し
復
活
教
会
と
な
り
、そ
こ
か
ら「
三 

 

 

光
教
会
」
の
名
称
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。芝
区
白
金
三
光
町
に
於
い
て
で
す
。 

 

こ
の
私
た
ち
の
三
光
教
会
で
す
が
、

数
年
ま
え
か
ら
創
立
記
念
日
主
日
礼
拝

に
香
蘭
女
学
校
の
聖
歌
隊
の
生
徒
さ
ん

が
大
勢
加
わ
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

 

今
年
は
そ
の
上
に
香
蘭
女
学
校
の
保

護
者
の
方
々
の
コ
ー
ラ
ス
も
加
わ
っ
て

く
だ
さ
い
ま
す
。 

 

隣
接
す
る
香
蘭
女
学
校
と
こ
の
よ
う

な
交
流
が
今
後
も
様
々
な
機
会
を
通
し

て
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

特
に
現
在
の
東
京
教
区
は
、
聖
職
者 

の
減
少
や
信
徒
の
高
齢
化
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
今
こ
の
旗
の
台
に
蒔
か
れ
た
宣
教

の
種
と
し
て
、
神
か
ら
託
さ
れ
た
宣
教

の
任
を
担
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
三
光
教
会
は

何
を
大
切
に
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
手

段
を
も
っ
て
、
宣
教
の
道
を
歩
ん
で
ゆ

け
ば
よ
い
の
か
、
神
の
助
け
を
祈
り
な

が
ら
、
模
索
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。 

 

11
月
～
12
月
の
予
定  

◆
11
月 

18
日
㈰ 

聖
霊
降
臨
後
第
26
主
日 

20
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

22
日
㈭ 

殉
教
者
お
と
め
セ
シ
リ
ヤ 

23
日
㈮ 

殉
教
者
主
教
ロ
ー
マ
の
ク
レ
メ
ン
ト 

25
日
㈰ 

降
臨
節
前
主
日 

27
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

30
日
㈮ 

使
徒
聖
ア
ン
デ
レ
日 

◆
12
月 

2
日
㈰ 

降
臨
節
第
1
主
日 

3
日
㈪ 

12
月
逝
去
者
記
念
礼
拝
（
聖
餐
式
） 

 
 

 
 

ア
ジ
ア
の
殉
教
者
と
フ
ラ
ン
シ
ス 

 
 
 
 

コ
・
ザ
ビ
エ
ル 

4
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

5
日
㈬ 

司
祭
教
会
博
士
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ

ア
の
ク
レ
メ
ン
ス 

6
日
㈭ 

主
教
ニ
コ
ラ
ス 

7
日
㈮ 

主
教
教
会
博
士
ア
ン
ブ
ロ
シ
ウ
ス 

9
日
㈰ 

降
臨
節
第
2
主
日 

11
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

13
日
㈭ 

殉
教
者
お
と
め
ル
シ
ヤ 

16
日
㈰ 

降
臨
節
第
3
主
日 

18
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

19
日
㈬ 

22
日
㈯ 

（
冬
期
聖
職
按
手
節
） 

21
日
㈮ 

使
徒
聖
ト
マ
ス
日 

 
 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

23
日
㈰ 

降
臨
節
第
4
主
日 

24
日
㈪ 

降
誕
日
前
夕 

25
日
㈫ 

降
誕
日 

26
日
㈬ 

最
初
の
殉
教
者
ス
テ
パ
ノ
日 

27
日
㈭ 

福
音
記
者
使
徒
聖
ヨ
ハ
ネ
日 

28
日
㈮ 

聖
な
る
幼
子
の
日 

29
日
㈯ 

主
教
ト
マ
ス
・
ベ
ケ
ッ
ト 

30
日
㈰ 

降
誕
後
第
1
主
日 
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 ◆

教
会
で
の
避
難
訓
練
を
実
施 

 
最
近
、
日
本
列
島
に
自
然
災
害
が
続 

発
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
住
ん
で
い

る
首
都
圏
で
も
い
つ
大
地
震
が
起
っ
て

も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 

三
光
教
会
で
は
、
９
月
23
日
の
７
時 

半
（
20
名
参
加
）
と
10
時
半
（
96
名

参
加
）
の
聖
餐
式
の
後
に
避
難
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
地
震
発
生

し
た
時
に
祭
壇
の
ろ
う
そ
く
が
倒
れ
て

火
災
が
発
生
し
た
時
を
想
定
し
、
ス
プ

レ
ー
式
の
消
火
器
で
初
期
消
火
す
る
訓

練
も
避
難
訓
練
と
共
に
行
な
い
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
は
整
然
と
行
動
さ
れ
ま
し
た
。 

 

い
つ
ど
の
程
度
の
地
震
が
発
生
す
る 

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
に
ど
の
よ 

う
な
対
応
を
す
べ
き
か
と
い
っ
た
正
し 

い
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
あ
ら 

ゆ
る
事
態
を
想
定
し
、
そ
れ
に
備
え
る 

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
確
率
が
低
い
か 

ら
と
言
っ
て
疎
か
に
す
べ
き
で
は
な
い 

と
思
い
ま
す
。 

防
災
担
当
者
で
日
頃
か
ら
打
合
わ

せ
す
る
と
共
に
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
、
備
蓄
品
の
管
理
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
教

会
委
員
会
、
ア
ッ
シ
ャ
ー
の
方
々
、
礼

拝
参
加
者
に
対
す
る
防
災
に
対
す
る
啓

蒙
活
動
を
す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
毎
年
多
少
内
容
を
変
え
て 

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
よ
う
に
し 

ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

（
記
・
大
越
伸
二
） 

      

今
年
は
夏
休
み
を
５
日
間
い
た
だ
い
て
、

シ
ベ
リ
ア
（ロ
シ
ア
極
東
部
）に
あ
る
ハバ
ロ

フ
ス
ク
と
い
う
地
方
都
市
に
行
き
ま
し
た
。

私
は
ロ
シ
ア
語
が
で
き
ず
、
街
中
に
英
語

表
記
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
同
行
者
も
い
な

け
れ
ば
、
現
地
に
知
り
合
い
も
い
な
い
、

旅
行
代
理
店
を
通
さ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
自
力
で
飛
行
機
の
チ
ケ

ッ
ト
と
ホ
テ
ル
を
予
約
す
る
と
い
う
一
人

旅
で
し
た
。 

 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

日
本
人
捕
虜
が
旧
ソ
連
に
よ
っ
て
強
制

労
働
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
シ
ベ
リ
ア
抑
留

の
地
で
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
旅
は
そ

の
こ
と
と
は
関
係
な
く
、
今
年
の
夏
の
異

常
な
暑
さ
か
ら
逃
れ
た
い
一
心
で
計
画

し
ま
し
た
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
は
成
田
か
ら
飛

行
機
で
２
時
間
50
分
ほ
ど
。
時
差
は
１

時
間
。
意
外
と
近
い
ロ
シ
ア
で
す
。 

 

ロ
シ
ア
は
正
教
会
の
信
徒
が
多
い
国
で

す
。
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
会
は
２
世
紀
頃

か
ら
神
学
的
対
立
が
起
こ
り
、
１
０
５
４

年
に
東
西
に
分
裂
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ 

の
分
裂
に
よ
っ
て
東
方
正
教
会
が
成
立

し
、
ロ
シ
ア
正
教
会
は
東
方
正
教
会
の

中
心
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

の
観
光
地
で
あ
る
旧
市
街
に
も
ロ
シ
ア

正
教
会
の
教
会
が
４
つ
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
は
毎
日
礼
拝
堂
に
足
を
運
び
、
隅

に
置
か
れ
た
数
少
な
い
休
憩
用
の
ベ
ン

チ
に
座
っ
て
黙
想
し
た
り
、
礼
拝
の
一

部
始
終
を
眺
め
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
正
教

会
の
礼
拝
堂
は
私
た
ち
が
見
慣
れ
て
い

る
も
の
と
は
違
い
、
椅
子
も
オ
ル
ガ
ン

も
な
く
、
礼
拝
は
司
式
者
も
会
衆
も
立

っ
た
ま
ま
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
礼
拝

は
い
わ
ゆ
る
歌
ミ
サ
で
、
司
式
者
や
聖

歌
隊
の
声
が
時
に
は
鐘
の
よ
う
に
、
時

に
は
オ
ル
ガ
ン
の
よ
う
に
礼
拝
堂
に
響

き
渡
り
ま
し
た
。
よ
く
訓
練
さ
れ
た
人

間
の
声
は
こ
ん
な
に
も
す
ば
ら
し
く
鳴

り
響
く
も
の
な
の
か
と
驚
嘆
し
た
も
の

で
す
。 

 

今
ま
で
私
は
「
キ
リ
ス
ト
教
会
は
東

西
に
分
裂
し
た
」
と
い
う
見
方
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
祈
る
人
々
の
姿
を
見
て

い
る
う
ち
に
「
東
方
教
会
と
西
方
教
会

は
も
と
も
と
一
つ
だ
っ
た
の
だ
」
と
い

う
見
方
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
認
識

の
小
さ
な
転
換
は
、
私
に
と
っ
て
は
思

い
が
け
な
い
変
化
で
あ
り
、
貴
重
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。 

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
旅
行
記 

聖
職
候
補
生 

髙
柳
章
江 
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教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前 10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  
はじめて教会にいらした方へ 

礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構です。 

 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 

 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 
■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、
毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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